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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。
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３月の輸出入
中国の輸出入（前年同月比）

出所：Bloomberg、2009年4月現在

（%）

3月の貿易統計によると、輸出は、前年同月比－
17.1％で5ヶ月連続のマイナスとなりました。しかしな

がら、衣類など一部の製品が増加し、減少率として
は、2009年2月の－25.7％ （1980年代以降最大の

マイナス）より縮小しました。
一方の輸入は大幅な落ち込みが続いており、国内

の生産活動については冴えない状況となっておりま
す。3月は前年同月比 －25.1％となり、特に原材料

や部品の輸入が減ったことで、前月の下落幅よりも
大きくなりました。3月の輸出を品目別にみると、家
電など電気製品が1.8％減るなど全般に不振が続き

ましたが、一部の労働集約型製品が増加に転じてい
ます。衣類が9.9％増、靴類が7.7％の増加となりま

す。米国や欧州はこうした製品の生産を短期間で回
復できないため、輸入に頼らざるを得ず、中国は労
働集約型製品の輸出を拡大する余地があるとの見
方もあります。

出所：Bloomberg、2009年4月現在

製造業購買担当者
景気指数（PMI）
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PMIの推移

3月の製造業購買担当者景気指数（PMI）は52.4と
なりました。11月を底に4ヶ月連続で上昇し、景気の
拡大と縮小の分かれ目である50を6ヶ月ぶりに回復
しました。PMIを構成する各指数を見ると、製品在庫
指数が前年同月比1．0ポイント低下ましたが、その
他指数は平均3ポイント上昇しました。

景気刺激策の本格的な始動で、原材料や部品の
購入意欲を強め、製造業の生産が徐々に回復して
いると見られています。これにより輸入の大幅な落
ち込みに歯止めがかかるとの観測も出ています。
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中国　上海A株指数
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香港　ハンセン指数
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出所：Bloomberg

≪主要株価推移≫ （各市場の直近1年間）

香港　Ｈ株指数
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出所：Bloomberg、2009年4月現在

固定資産投資（前年同月比）不動産価格下げ止まるが・・・

中国では固定資産投資の2-3割を不動産関連が占

めるため、投資の急減で景気にも悪影響を及ぼすこ
とから、政府は不動産市況のテコ入れに躍起になっ
ています。

2008年秋からの金融緩和の影響もあり、中国の不

動産市況に下げ止まりの兆しが出始め不動産価格
も８ヶ月ぶりにプラスに転じています。
その影響を受けて固定資産投資が2008年末より

上昇してきています。
しかしながら一方では、「不動産価格は下げ止まっ

たが実需の買いはあまり入っていない。」との見方も
あります。政府による銀行貸出の指導などプラスの
面もありますが、不動産市況が実需を伴った本格的
な回復に向かうにはまだ少し時間がかかるのかも知
れません。

中国の１人当たり国内総生産（ＧＤＰ）が2008年に3,266ドル（約32万1,000円）となり、初め
て3,000ドル台を突破しました。これは国民の所得水準が一定レベルに達したことを意味し、

中国国家統計局では、産業構造や消費形態が変化し中国経済と社会は発展の新段階に入る
と分析しています。しかしながら、依然として貧富の格差が大きいことが課題となっているため、
「家電下郷」などのプロジェクト効果によって更なる上昇が期待されます。

１人当たりＧＤＰ初の３０００ドル突破
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